
（1）平成14年2月22日（金曜日）　　　　　　石　桜　新　聞　　　　　　　　　　　　　　　　第116号

推 薦 合 格 者 報 告　　　　　　　 車 や サ せ せ 車 車 中 や 廿 や ☆ 車 中 や 中 骨 や 車 車 中 車 中 や や せ 車 中 車 中 －

大　 学　 名　　　 学　 部 学　 科
舗 轟 蛸 鯖 瀬 鞭 華

癒 せ せ 心 細 中 根 由 聖 塑 堕 車 型 全 史 全 史 空 車 車 車 重 塵 埜 連 座 中 空

◎ 岩手大 教育 生涯教育恢毯

◎ 岩手大 工 機械工

◎ 青森公立大 経営経済 経営経済

⑳ 青森大 経営 産業デザイン

⑳ 雷■十 召二会 社会

闇 雲 鰍 灘 慧 び

三 島 、ど 盛 で 校 的 る て 私 三 斉 の ‡

◎ 青森大 社会 社会相も上

◎ 八戸工大 二［ 電気電子

⑳ 八戸工大 エ 環蝋細 工

◎ 岩手医大 医 医

◎ 岩手医大 菌 歯

⑳ 岩手医大 歯 歯

◎ 盛関大 文 日本文

◎ 盛岡大 文 英米文

◎ 盛岡大 文 英米文

⑳ 盛岡大 文 児童教育

⑳

⑳

東北学院大 教養 人間科学

東北学院大 エ 電気工 験 が る か さ き が た 白 き 利 立 公 少 セ し た に 交 感 右 が 集 会 余

勉 あ ○っ れ れ 、 ○己 試 て 用 大 立 な ン 我 て 間 ら よ 通 を し 、こ ま 壕 名
強 り 引 た た な 緊 ∃許採 炭 い す 苧 大 く タ が 、題 し る 機 隈 か 志 の つ に が

［ を 、き と は か 張 同 点 の る る で 苧 な 1 枚 ．「 皆 の い 大 開 せ ね 望 セ た も 受二 日 高 統 い ど つ の や の 翌 か と も だ い 講 の 中 道 無 ○さ の な な 枚 ン 〇 、験
B 々 校 い う の た た 奇 桔 日 ら こ セ lチ ○験 高 二 だ 易 な 遅 か い 選 夕 早 す

続 三 て 話 得 た め 間 異 に だ ろ ン で 最 を 校 つ は 混 れ つ だ 択 l め る
意 芋 蔓 三 晶 昏 監 男 宗 芸 lミ ○題 号 慧 雫 害 毒 塞 き 警 告 蒜 窒 注 美 豊 墨 筆

い は 次 い な 、が か 計 苧 加 就 く は た 生 恭 う と 無 滞 う 、き の 阪 大 ・
斐 る 、賦 て ら 斯 出 つ さ 校 し 験 、 、人 で 平 だ 比 か な だ 緊 く括 皇 軍
］ b 受 験 い な 持 し た れ で て を 私 図 が も ］ P 絞 つ ど ○張 左 黒 が の

◎ 東北学院大 ：〔 電気工

◎ 東北学院大 二［ 環境土木工

⑳ 東北福祉大 度合福祉 産業福祉

第 1 両

平成 14 年度 入試

200 2年 のス ポー ツ

第 2 面

クラフ 紹 介

⑳ 秋田経法大 法 法律

⑳

⑳

◎

◎
◎

◎

⑳

⑳
◎

⑳

◎

⑳
⑳

◎

⑳

⑳
◎

◇

◎

0
⑳

⑳

◎

⑳
⑳

⑳

ダ

山
は
ゼ

と
い
う
予
想
だ

秋田鍾浅大 経済 経済

いわき明星大 人文： 現代社会

いわき明星大 人文 心理学
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